
(1) 令和4年2月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第399号

№ 399

１Ｐ　新春互礼会　１Ｐ　新春互礼会　

２Ｐ　飲食店等への営業時間短縮等の要請協力金２Ｐ　飲食店等への営業時間短縮等の要請協力金

３Ｐ　知事要望の回答３Ｐ　知事要望の回答

４Ｐ　事業復活支援金４Ｐ　事業復活支援金

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　日韓食文化交流会・国の教育ローン６Ｐ　日韓食文化交流会・国の教育ローン

７Ｐ　税務署からのお知らせ７Ｐ　税務署からのお知らせ

８Ｐ８Ｐ　小規模企業共済、ご相談は会議所へ、相談会　小規模企業共済、ご相談は会議所へ、相談会

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

地域経済盛り上げのため英知を結集地域経済盛り上げのため英知を結集

令和４年新春互礼会を開催令和４年新春互礼会を開催

　令和 4年 1月 11 日（火）、浜田ワシントンホテルプラ　令和 4年 1月 11 日（火）、浜田ワシントンホテルプラ

ザにおいて新春互礼会を開催しました。当日は来賓としザにおいて新春互礼会を開催しました。当日は来賓とし

て 8名の方にご臨席賜り、45 名の役員・議員の皆様にごて 8名の方にご臨席賜り、45 名の役員・議員の皆様にご

出席いただきました。出席いただきました。

　冒頭、櫨山会頭は「厳しい状況の中、あらゆる手立て　冒頭、櫨山会頭は「厳しい状況の中、あらゆる手立て

を打ち、少しでも地域に貢献できるよう皆様の協力をおを打ち、少しでも地域に貢献できるよう皆様の協力をお

願いしたい」と力強く訴えられました。願いしたい」と力強く訴えられました。

　なお、本互礼会は感染症予防策を講じた設営とし、予　なお、本互礼会は感染症予防策を講じた設営とし、予

定していた懇親会は見送り、ハイブリッドウインドオー定していた懇親会は見送り、ハイブリッドウインドオー

ケストラからオーボエ奏者の鎌田氏・チューバ奏者の小ケストラからオーボエ奏者の鎌田氏・チューバ奏者の小

畑氏を招き演奏会を行いました。畑氏を招き演奏会を行いました。

　本年も役員・議員の皆様をはじめ、会員の皆様には昨年

と変わらぬご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。

出席者を前に新春あいさつを述べる櫨山会頭出席者を前に新春あいさつを述べる櫨山会頭



(2)浜田商工会議所だより第399号 令和4年2月15日（発行定日15日）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
つ
い
て

〇
石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石
見
神
楽
は
、
島
根
県
西
部
4
市
5

町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
当
地
域
を
代
表
す
る
観
光
資

源
の
一
つ
で
あ
る
。

　

石
見
神
楽
の
学
術
的
な
保
存
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
及
び
全
国
に

向
け
て
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
、
定
期
的
な
公
演
や
認
知
度
を

高
め
る
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
ご
検
討
を
お
願
い
す
る
。

　

石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
よ
る
石
見
地
域
へ
の
誘
客
促
進
に

つ
い
て
は
、
首
都
圏
及
び
令
和
7
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
を
見
据

え
た
関
西
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
誘
客
対
策
を
強
化
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
す
る
。

【
回　

答
】

　

石
見
神
楽
に
関
す
る
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金

等
の
活
用
や
、
既
存
の
公
演
施
設
の
有
効
活
用
な
ど
、
ま
ず
は
地

元
に
お
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
よ
る
誘
客
推
進
に
つ
い
て
は
、
県

も
参
画
す
る
石
見
観
光
振
興
協
議
会
を
中
心
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

首
都
圏
及
び
大
阪
・
関
西
万
博
を
見
据
え
た
関
西
圏
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
誘
致
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
等
を
見
極
め
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
令
和
33
年年
99
月月
66
日
（
月
）
、
松
江
市
内
で
島
根
県
知
事
を

日
（
月
）
、
松
江
市
内
で
島
根
県
知
事
を

囲
む
要
望
懇
談
会
を
開
催
し
、
島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

囲
む
要
望
懇
談
会
を
開
催
し
、
島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

と
し
て
、
県
内

と
し
て
、
県
内
88
つ
の
商
工
会
議
所
の
要
望
事
項
を
取
り
ま

つ
の
商
工
会
議
所
の
要
望
事
項
を
取
り
ま

と
め
要
望
書
を
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

と
め
要
望
書
を
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
県
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
浜
田
市

こ
れ
に
対
し
、
県
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
浜
田
市

に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

　
　

※
全
体
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
会
報

　
　

※
全
体
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
会
報
1010
月
号
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

飲 食 店 等 へ の 営 業 時 間 短 縮 等 の 要 請 協 力 金飲 食 店 等 へ の 営 業 時 間 短 縮 等 の 要 請 協 力 金

令和４年１月２５日、改正特別措置法に基づくまん延防止等重点措置の決定により、

島根県からの要請にご協力いただいた店舗には協力金が支給されます。

支給金額算定等の詳細は
島根県 HP からご確認ください

　≪問い合わせ先≫　≪問い合わせ先≫

　　　〇島根県飲食店等時短要請協力金について　　【島根県飲食店等時短要請協力金事務局】　　0570-050-215　　　〇島根県飲食店等時短要請協力金について　　【島根県飲食店等時短要請協力金事務局】　　0570-050-215

対象店舗であること、通常の営業終了時間が 20 時を超えていること、全ての要請

期間に協力すること、感染防止対策を実施していること、所定の張り紙を店舗内

外に掲示すること、協力金支給後に店名情報の公表に同意すること 等

支給要件

＜受付期間＞　令和４年２月２１日（月）～ 令和４年３月２２日（火）令和４年２月２１日（月）～ 令和４年３月２２日（火）

＜申請方法＞　郵送または電子申請で、申請書と添付書類を提出
申請手続き

□申請書、誓約書、店舗ごとの協力金計算書　　□代表者の本人確認書類

□協力金振込先口座の分かる通帳等の写し　　　□飲食業売上高等の確認書類

□飲食店又は喫茶店の営業許可書の写し　　　　□通常の営業時間が分かる書類

□感染防止対策の実施等が分かる店舗の外観・内覧写真

必要書類

  



(3) 令和4年2月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第399号

早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
で
は
、
令
和
2
年
度
に
農
林
水
産
基
本
計
画
を

策
定
し
、
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
と
漁
業
の
生
産
性
の
向
上

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
事
業
等
を
活
用
し
て
高
性

能
漁
船
を
導
入
す
る
な
ど
浜
田
市
と
も
連
携
し
な
が
ら
水
産
業
の

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
島
根
県
浜
田
沖
合
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
資
源
開
発
促
進
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

平
成
28
年
度
に
島
根
県
浜
田
の
沖
合
に
お
い
て
、
国
が
基
礎
試

錐
事
業
を
実
施
さ
れ
、
ガ
ス
が
存
在
す
る
可
能
性
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
資
源
開
発
は
、
島
根
県
の
経
済
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
。

　

浜
田
沖
の
試
掘
権
を
保
有
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
浜
田

港
を
活
用
し
、
掘
削
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
や
ガ
ス
の
精
製
基
地

を
浜
田
港
周
辺
用
地
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
と
浜
田
市

が
一
体
と
な
っ
た
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

　

こ
れ
ま
で
も
、
浜
田
市
が
国
へ
要
請
す
る
際
に
は
、
県
も
同
行

す
る
な
ど
、
連
携
・
協
調
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
国
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

な
協
力
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

矢
原
川
ダ
ム
の
建
設
は
過
去
の
度
重
な
る
大
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
浜
田
市
三
隅
町
市
街
地
か
ら
矢
原
川
沿
川
地
域
ま
で
を
洪
水

氾
濫
か
ら
守
る
。
ダ
ム
建
設
は
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
波
及
効
果
も
含
め
て
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果

を
も
た
ら
し
、
地
域
の
振
興
と
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

た
め
、
早
期
完
了
に
向
け
、
引
き
続
き
格
別
の
事
業
推
進
を
お
願

い
し
た
い
。

【
回　

答
】

　

今
年
度
か
ら
、
付
け
替
え
道
路
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能
充
実
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

日
本
海
側
拠
点
港
の
浜
田
港
は
、
県
内
唯
一
の
国
際
貿
易
港
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
取
扱
貨
物
の
変
化
と
輸
送
の
効
率
化
に
よ
り
大
型
船
で

の
貨
物
輸
送
が
増
え
て
き
て
お
り
、
大
型
化
す
る
貨
物
船
及
び
ク

ル
ー
ズ
船
へ
対
応
し
た
港
湾
機
能
の
強
化
を
図
ら
れ
る
と
と
も
に

施
行
中
の
新
北
防
波
堤
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
早
期
の
事
業
推
進

を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

　

船
舶
大
型
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
先
般
、
浜
田
市
長
か
ら

コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
に
対
応
す
る
岸
壁
等
港
湾
機
能
の
強
化
に

つ
い
て
要
望
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
国
に
対
し
て

整
備
推
進
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
北
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
国
の
直
轄
事
業
で
継
続
し
て
施
行

中
で
あ
り
、
早
期
完
成
に
向
け
、
整
備
促
進
を
引
き
続
き
国
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

特
定
第
三
漁
港
に
指
定
さ
れ
て
い
る
浜
田
漁
港
は
、
7
号
・
4

号
荷
捌
き
所
の
高
度
衛
生
化
事
業
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
荷
捌
き
所
の
機
能
充
実
と
事
業
の
計
画
的
な
促
進
に
つ
い
て

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

　

浜
田
漁
港
の
水
揚
げ
は
気
候
変
動
に
よ
る
出
漁
回
数
の
減
少
や

漁
場
の
不
形
成
、
生
産
者
の
減
少
等
に
よ
り
、
直
近
の
2
年
間
で

約
20
億
円
減
少
す
る
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

　

新
た
な
生
産
者
確
保
の
た
め
の
財
政
支
援
や
地
元
外
漁
船
の
入

港
誘
致
等
に
つ
い
て
格
段
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。

【
回　

答
】

　

浜
田
漁
港
の
高
度
衛
生
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
7
号
荷
捌
き
所

が
昨
年
8
月
に
整
備
、
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
4
号
荷
捌
き
所
に

つ
い
て
も
、
今
年
度
か
ら
関
連
す
る
岸
壁
等
の
整
備
に
着
手
し
て

お
り
、
今
後
も
浜
田
市
と
工
事
間
調
整
す
る
な
ど
連
携
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
浜
田
自
動
車
道
に
お
け
る
４
号
線
等
の
整
備
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

高
速
道
路
に
お
け
る
安
全
・
安
心
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
浜
田

自
動
車
道
（
瑞
穂
Ｉ
Ｃ
～
金
城
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
が
4
車
線
化
の
優

先
整
備
区
間
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
暫
定
の
車
線
確
保
が

困
難
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
車
両
を
原
因
と
す
る
長
時
間
の
通
行
止

め
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
4
車
線
化

等
の
整
備
に
つ
い
て
格
別
の
ご
高
配
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

　

今
年
度
、
安
来
道
路
の
一
部
区
間
が
県
内
初
め
て
4
車
線
化
の

事
業
化
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
県
と
し
て
は
、
浜
田
自
動
車

道
を
は
じ
め
と
し
た
残
る
4
車
線
化
優
先
整
備
区
間
に
つ
い
て
、

早
期
の
事
業
化
を
国
等
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
石
央
物
流
団
地
の
規
模
拡
張
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

石
央
物
流
団
地
の
規
模
は
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
全
40
区
画
は

開
設
当
初
に
ほ
ぼ
完
売
し
、
新
た
な
企
業
進
出
に
対
応
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

物
流
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
山
陰
道
の
開
通
と
島
根

県
西
部
の
産
業
振
興
及
び
経
済
発
展
を
見
据
え
た
対
策
と
し
て
更

な
る
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
既
存
団
地
と
同
規
模
の
拡
張
に
つ

い
て
島
根
県
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

　

物
流
の
形
態
も
多
様
で
あ
り
、
事
業
者
の
規
模
も
様
々
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
、
物
流
の
効
率
化
の
取
組
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
送
事
業
者
の
経
営
戦
略
の
中
で
、
1
か
所
に
集
ま
る
こ
と
が

更
な
る
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
、
そ
う
し
た
運
送
事
業
者
が
連
携
し
て
、
拠
点
の
場
所
や
規
模
、

そ
の
整
備
手
法
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
う
し
て
運
送
事
業
者
の
声
を
踏
ま
え
て
、
地
元
自
治
体
や
経

済
団
体
と
地
域
の
産
業
振
興
施
策
と
し
て
、
ま
す
は
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。
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浜田YEG
［  浜田商工会議所 青年部だより － ２月号 － ］

１月例会について 総務委員会　川上　真衣

時代この「マンダラート」を実践していたという事で話時代この「マンダラート」を実践していたという事で話

題になりました。題になりました。

　この「マンダラート」を使い、青年部の活動を行う上で、　この「マンダラート」を使い、青年部の活動を行う上で、

どんなことに気をつけ、どんな行動を起こしていけばよどんなことに気をつけ、どんな行動を起こしていけばよ

り良い活動になっていくかを考える。そういう内容で企り良い活動になっていくかを考える。そういう内容で企

画していましたが、また別の形で考える機会を作れたら画していましたが、また別の形で考える機会を作れたら

と思っています。この手法は個人でも組織でも使えるとと思っています。この手法は個人でも組織でも使えると

思いますので、ぜひ調べてやってみてください。思いますので、ぜひ調べてやってみてください。

　新年の例会ということで、懇親会も予定しておりまし　新年の例会ということで、懇親会も予定しておりまし

た。中止となったのは残念ですが、また今後も活発に活た。中止となったのは残念ですが、また今後も活発に活

動していきたいと思っておりますので、本年も浜田商工動していきたいと思っておりますので、本年も浜田商工

会議所青年部一同よろしくお願いいたします。会議所青年部一同よろしくお願いいたします。

　令和 4 年 1 月 19 日（水）、浜田商工会議所青年部のメ　令和 4 年 1 月 19 日（水）、浜田商工会議所青年部のメ

ンバー間の懇親会を兼ね、浜田ニューキャッスルホテルンバー間の懇親会を兼ね、浜田ニューキャッスルホテル

にて 1 月例会を開催する予定でしたが、新型コロナウイにて 1 月例会を開催する予定でしたが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により残念ながら中止することとなりルス感染症の影響により残念ながら中止することとなり

ました。ました。

　今回の例会の趣旨は、事業の企画・運営の取り組み方　今回の例会の趣旨は、事業の企画・運営の取り組み方

について考え、青年部活動を円滑に進めるために話し合について考え、青年部活動を円滑に進めるために話し合

い、これからの青年部活動に役立てる機会とするというい、これからの青年部活動に役立てる機会とするという

ものです。「マンダラート」という言葉をご存知でしょうものです。「マンダラート」という言葉をご存知でしょう

か？目標を中心に、それを達成する要因を書き出すことか？目標を中心に、それを達成する要因を書き出すこと

で、やるべき事が明確になるという目標達成のための手で、やるべき事が明確になるという目標達成のための手

法です。メジャーリーグで活躍中の大谷翔平選手も高校法です。メジャーリーグで活躍中の大谷翔平選手も高校

メインテーマ：青年部活動について

＜マンダラートの活用メリット＞

①目標が明確になる

②目標達成までのプロセスが可視化

③煩雑になりがちな思考を整理
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高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。 

 

【ご 融 資 額】お子さま１人あたり３３５５００万万円円以以内内 

【金 利】年年１１．．６６５５％％ 固定金利 

※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収２００万円（所得１３２万円）以内の方」または「子ども

３人以上の世帯かつ世帯年収５００万円（所得３５６万円）以内の方」は年１．２５％ 

（令和３年１２月１日現在） 

【ご返済期間】１１５５年年以以内内 

※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収２００万円（所得１３２万円）以内の方」

または「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収５００万円（所得３５６万円）以内の方」は１８年以内 

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など 

【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能） 

【保 証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能） 

 

詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター（０５７０－００

８６５６（ナビダイヤル）または（０３）５３２１－８６５６）までお問い合わせください。 

お 子 さ ま の 教 育 資 金 をお 子 さ ま の 教 育 資 金 を

「 国 の 教 育 ロ ー ン 」（ 日 本 政 策 金 融 公 庫 ） が サ ポ ー ト ！「 国 の 教 育 ロ ー ン 」（ 日 本 政 策 金 融 公 庫 ） が サ ポ ー ト ！

令和 4 年 1 月 16 日（日）、浜田市総合福祉センターで日韓食文化交流会を開催しました。この催しは、浜田商工令和 4 年 1 月 16 日（日）、浜田市総合福祉センターで日韓食文化交流会を開催しました。この催しは、浜田商工

会議所が事務局を担う石央地区日韓親善協会が主催しており、24 回目を迎えた今回は 15 名が参加されました。会議所が事務局を担う石央地区日韓親善協会が主催しており、24 回目を迎えた今回は 15 名が参加されました。

講師には、ミョンスクハングル友の会代表の福島明淑氏を招き、食を通してお隣韓国の文化に触れてもらおうと、講師には、ミョンスクハングル友の会代表の福島明淑氏を招き、食を通してお隣韓国の文化に触れてもらおうと、

韓国の家庭料理（タッカルビ・韓国お雑煮トックマンドゥグク・いかのチョクチュジャンあえ）に挑戦しました。韓国の家庭料理（タッカルビ・韓国お雑煮トックマンドゥグク・いかのチョクチュジャンあえ）に挑戦しました。

　当日は検温・換気やこまめなアルコール消毒を徹底して行い、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じたうえ　当日は検温・換気やこまめなアルコール消毒を徹底して行い、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じたうえ

で韓国料理の魅力を再認識する機会となり、参加いただいた方からは「普段食べている韓国料理とは違う本場の味で韓国料理の魅力を再認識する機会となり、参加いただいた方からは「普段食べている韓国料理とは違う本場の味

が楽しめた」「日本と韓国との食生活の違いが思ったより多いことが分かった」「韓国への旅行もしばらく行けていが楽しめた」「日本と韓国との食生活の違いが思ったより多いことが分かった」「韓国への旅行もしばらく行けてい

ないので、本場の味を体験できる非常にいい機会となった」と感想を話されていました。ないので、本場の味を体験できる非常にいい機会となった」と感想を話されていました。

石央地区日韓親善協会では、今後も日韓両国の文化、経済、教育等の交流を通じて両国民の理解と親善を深める石央地区日韓親善協会では、今後も日韓両国の文化、経済、教育等の交流を通じて両国民の理解と親善を深める

活動を継続してまいります。活動を継続してまいります。

韓 国 料 理 の コ ツ ・ 魅 力 を 再 認 識韓 国 料 理 の コ ツ ・ 魅 力 を 再 認 識

今年も多くの方にご参加いただきました 講師（中央）の指導に熱心に取り組む参加者

  

日 韓 食 文 化 交 流 会日 韓 食 文 化 交 流 会
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　　 無　料無　料

令和４年３月１５日（火）令和４年３月１５日（火）日　時日　時

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

場　所場　所 浜田商工会議所浜田商工会議所

相談員相談員 事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏、事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏、島根県事業承継推進員　佐田　正徳　氏　島根県事業承継推進員　佐田　正徳　氏　

事業承継相談会（お知らせ）事業承継相談会（お知らせ）

１０：００　～　１６：００１０：００　～　１６：００

　当所では「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を設置　当所では「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を設置

しています。各種制度の説明や、事業への影響や経営における全しています。各種制度の説明や、事業への影響や経営における全

般的なこと等ご相談ください。ホームページは右記 QR コードから般的なこと等ご相談ください。ホームページは右記 QR コードから

もご覧いただけます。もご覧いただけます。

ご 相 談 は 会 議 所 へご 相 談 は 会 議 所 へ

資金繰り支援資金繰り支援

経営環境の整備経営環境の整備設備投資・販路開拓支援設備投資・販路開拓支援

給付金給付金

税・社会保険・公共料金税・社会保険・公共料金

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

  

  


